
東広島市における交通事故の分析とＧＩＳシステムの構築に関する研究
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１．研究の目的と方法
本研究の対象とした東広島市は学園都市として発

展してきており、近年の人口の増加に伴い交通事故も

年々増加傾向にある。とくに、若年層（大学生）の交

通事故の増加が顕著であり、過去10年間で約1.5倍の

増加となっている。このような状況下で本研究は、Ｇ

ＩＳを用いた交通事故情報支援システムを構築し、そ

のシステムを用い、西条署管内における平成４年から

平成１１年までの交通事故発生状況を分析した。とく

にＤＭ上に表示することによって地点別の交通事故発

、 。生状況を視覚的に把握し その要因について考察する

２．西条署管内における交通事故発生状況
全国の交通事故発生件数は増加の傾向にあり、西条

署管内の交通事故発生件数も同様に増加の傾向にあ

る。しかし、全国における交通事故死者数は平成１１

年には９,００６人とやや減少傾向となっている。西

条署管内における死者数は、平成２年に２０人を超え

たものの翌年からは減少傾向にあった。しかし、平成

６年に３６人と大幅に増加し、以後、平成７年から平

成１１年にかけては再び減少の傾向にある。いま、そ

の交通事故発生状況を図１に示す。

年齢別の交通事故発生状況をみると、第一当事者、

、 、第二当事者共に ２４歳までの若者の事故が最も多く

毎年３５％前後を占めている。また、夜から朝方にか

けても若者の事故が目立つ。高齢者の事故は朝方から

夕方までの昼間に多く発生している。死亡者数は高齢

、 。者が最も多く 次いで２４歳までの若者となっている

図１ 西条署管内における交通事故発生状況

３．事故情報・分析支援システムの概要

本システムは広島県警察本部より提供していただ

いた交通事故データを基に、西条署より提供いただい

た発生地点分析図を用いて座標情報を追加したものを
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基礎データとしている。

図２ データベース内容

この基礎データをもとに、国土地理院の1/2500デジタ

ルマップを株式会社ドーンの処理ソフトGeoBa s eを用

い、各種の条件検索が可能なシステムを構築した。そ

のシステムを用い、複数年にわたる交通事故発生地点

を様々な観点より一枚の地図上に表示することが可能

となった。用いたデータは平成４年より１１年の８年

間である。表示地区は市全体、細部としては大きく西

条，高屋、八本松、志和地区の４地区の分類としてい

る。さらに本システムのズーム機能を用いれば細部に

わたり表示が可能である。全体的なシステムの機能と

しては、①各種条件選択機能（図３）②交通事故発生

状況表示機能③事故データ表示機能④検索機能⑤地点

状況表示機能（静止画・動画 （図４））

図３ 条件選択画面

図４ 地点のビデオ画面
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４．本システムを用いた交通事故分析

（１）多発地点の分析

本システムを用いて８年間に発生した事故の多発地

点について見る。人対車両事故で最も多かったのは国

道４８６号線と東広島向原線が交わる交差点で４件発

。 。生している その人対車両事故発生地点を図５に示す

追突事故に関して５件以上発生している地点につい

てみると、国道２号線と国道４８６号線が交わるもっ

、 。とも交通量の多い交差点であり 貨物車の混入も多い

発生件数は１８件であった。５件以上発生している地

点を図６に示す。出合頭事故についてみると市街地よ

り少し離れた通過交通の多い狭幅員道路の交差点で２

５件と最も多く発生している。その他の多発地点は中

心市街地にみられ、これらの交差点では毎年のように

事故が発生している。事故発生時間は昼間に多い。出

合頭事故が５件以上発生している地点を図７に示す。

車両単独事故は高速度で走行している車両に多く発生

しており、発生時間においては夜、とくに深夜に多く

発生している。いま、２件以上発生している地点を図

８に示す。

（ ） （ ）図５ 人対車両 全件 図６ 追突事故 ５件以上

（ ） （ ）図７出合頭事故 ５件以上 図８車両単独事故 全件

平成５年（２）交通事故発生地点の変化

西条における交

通事故発生地点は

都市の発展に伴い

年々変化している。

平成５年から平成

１１年までの出合

い頭事故の発生地

点を２年ごとに示

す。平成５年から平成７年にかけては主に国道３７５

号線や国道４８６号線で多く発生している。しかし、

平成９年以降、市町村道での事故が増加する傾向にあ

る。とくに、人口の 平成７年

増加とともに中心

市街地での事故が

増加している。ま

た、学生の数が多

い広島大学周辺の

交差点においても

事故が増加する傾

向にある。

平成９年５．おわりに

本地区において

バイパスの開通に

より通過交通の市

街地への流入が減

少し、旧国道２号

線での交通事故発

。生件数は減少した

本線は平成１１年に 平成１１年

お い て 市 の 発 展 に

伴 う 交 通 量 の 顕 著

な 増 加 に よ り 交 通

事 故 発 生 件 数 は 再

び 増 加 し て い る 。

全 体 的 に み る と 前

方 不 注 意 な ど に よ

る 追 突 が 大 半 を 占

めており、左折や右 図１０ 出合頭事故の発生地点

折に関する事故が多い。とくに、右折レーンのない車

線での発生が多い。人対車両事故はガードレールがな

い交差点で、横断歩道以外からの横断時の事故が目立

つ。車両相互事故は流入交通量の多い交差点で多発す

る傾向がある。車両単独事故は高速走行車両がカーブ

部や十分な視界が確保できない地点で多く発生する。

年齢別にみると第１当事者として若者の交通事故が増

加、とくに、夜間の重大事故の発生が多い。また、高

齢者の交通事故発生件数の増加は全国的に深刻的な問

題であり、東広島市においても高齢者の交通事故は増

加の傾向にある。

＜参考文献＞

１）国土地理院、数値地図2500（空間データ基盤）広島、平成10年10月

２）東広島西条署監修、交通白書、平成２年～平成1１年版

３）東広島市 「統計でみる東広島 １９９９ 、平成１１年７月、 」

４）町田聡 著 「地理情報システム－入門＆マスタ－ 、山海堂、1994年、 」

５）株式会社ドーン 「GeoBase Version2.1 SoftwareDevelopmentKit Doc、

uments」

６）高井広行、G I Sを用いた交通事故研究支援システムの構築、平成

12年度土木学会全国大会、概要集Ⅳ－６、平成12年9月

-741- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

IV-370


